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夫も必要です。町民も安い・便利だけで消費行動をす
るのでなく、地域の仲間でもある商工事業者と共に生
きる意識が必要です。支え合いの地域づくりです。
町では公共交通のあり方の検討を始めています

が、交通不便地域の解消だけでなく、町の活性化に
つながる町民の流れを生み出せるような都市計画の
視点も必要です。
保育園が整備されている町は、働くお母さんお父

さんにとって大きな魅力です。共働きの若い人たち
に葉山に定住してもらえれば、その後数十年にわた
って夫婦で町税を納め町内で消費してくれます。人
口が維持できるばかりでなく、税収の増加と町内商
工業の強化につながります。
議会では、町民体育館を望む声が上がっていま

す。南郷上ノ山公園をもっと良くしたいという声も
あります。いつか必ずやってくる大災害の時に、基
幹的な避難所としても利用できる複合的な施設
を、100周年記念事業として建設したらどうかと提
案しました。
日本の経済も葉山町の財政も今後厳しい時代を迎

えると懸念していますが、町の元気を生み出すため
の攻めの施策も必要と思います。皆さんはどうお考
えですか。

《町民相談事業》
『広報葉山』の相談事業案内に、生活困窮者相談が
ありません。貧困は人権問題といわれていますが、
人権相談の対象から貧困が除かれているような記載
になっています。
葉山は、土地柄から生活に困窮している人が声を

上げにくいといわれています。この相談窓口の必要
については再三質問してきました。ようやく、広報
葉山4月号に「生活の不安やお困りごとの相談」が加
わりました。

3月17日に行った一般質問の概要を報告します。

《地球温暖化について》
気象災害の激甚化や干ばつによる小麦の不作な

ど、地球温暖化の脅威は既に現実のものとなってい
ます。国家レベルの対策が基本的に重要ですが、地
方行政も私たち自身もできることをやらなければ進
行を抑えられません。町長の認識を問うたところ、
危機感を持っており温暖化抑止に覚悟をもって臨む
との答弁がありました。

《強靱なまちづくり》
葉山町を取り巻く状況は、温暖化だけでなく、人

口減少やいつ起きてもおかしくない大地震など、不
安がいっぱいです。ウクライナ侵攻のような生命財
産を脅かす出来事がいつ起こるかも知れません。葉
山がいつまでも活気のある町でいられるためにどう
したらいいか。次の5つの提案をしました。

①できるだけ地域で回る経済をめざす
②葉山らしい農業の形をつくる
③町の活性化の視点からの公共交通計画の策定
④町にとって負担以上の町税収入が期待できる
保育園の整備

⑤町の象徴となるような拠点施設の建設

葉山には大規模商業施設がありません。東京・横
浜・横須賀等の隣接する大都市への通勤・通学者が
多い葉山町民の町内消費を増やすことは、水の流れ
に逆らうようなもので難しいですが、大地震等の災
害やこれからの食料の価格高騰・不足に備えて少し
でも町内の商工業の力を強め、町内の農業生産力を
高めておくことが大事です。限られた農地を活かし
た、多様な主体による葉山らしい農業を創り出す工

令和4年第1回定例会が2月10日から3月17日まで開かれ、令和4年度予算が可決成立しました。3月15日の本会
議で、子育て・教育政策への取り組みや消防団員の処遇改善などを評価して賛成討論を行いましたが、クリーン
センター再整備事業と中学校給食センターについては気懸かりな点が多く、慎重に進めるよう求めました。

葉山町の令和4年度予算が決まりました
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第6波はいつ収束するのか。第7波は来るのか。いずれにしても、withコロナの日常が続き
そうです。afterコロナの日常は、高齢の私にはもう訪れないかも知れません。
小中学生・高校生・大学生、家庭や社会で子育てや仕事を頑張っている人たち、現役を退い
た高齢者、病や高齢などのため支援が必要な人たち。それぞれに様々なコロナ禍による生活上
の支障が出ていることと思いますが、孤立厳禁！、周りの人たちと良い距離感を保ちながら乗
り切りましょう。

コロナ禍と上手につき合う!

ひょうたん

コラム

悲惨、残虐、理不尽、人間の恐ろしさと弱さ、無
力感。言葉では言い尽くせない、ウクライナの人たち
が遭遇している現実。一国の指導者の野心で、いとも
簡単に大勢の人の命が奪われ日常が破壊されてしまう
21世紀の紛れもない事実。
これは、日本人にとって決して他人事ではありま

せん。今のロシア国民の置かれた状況が、80年ほど
前の私たち日本国民の姿に重なります。動静が気懸か
りなアジアにおける台湾と中国の関係は，ウクライナ
侵攻の展開次第では他人事でなくなる恐れがありま
す。原油や小麦の価格が上昇しています。エネルギー
自給率11％、食料自給率37％の日本にとって企業活動
や生活の基盤を脅かす問題になりかねません。わが国
は，出口がないと指摘されてきた異次元の金融緩和政
策を継続していますが、インフレの進行を懸念するア
メリカの利上げを受けて、円安が進んでいます。石油
をはじめ資源や原材料の高騰による企業経営の圧迫と
食料品の値上げが始まっており、今後の動向が非常に
心配です。
プーチンを支持し大統領に選んだロシア国民は、ウ

クライナに対して戦争犯罪ともいわれる加害の側に立
っています。事実を知らされていないとはいえ、プロ
パガンダの効果で80％を超えるロシア国民が、プーチ
ンを支持しているということです。そして、ウクライ
ナで行われている破壊と殺戮は、ロシア国民の手によ
って実行されています。プーチンを支持し、ウクライ

ナ侵攻を是としているロシア国民の責任は、事実を知
らされていないという理由で免れることができるので
しょうか。
私たちは、国の指導者を選ぶ自らの責任の重さに

ついて、自分事として考える機会を与えてもらいまし
た。そして、直接支援に参加することはできません
が、ウクライナの人たちの苦しみと無念を受け止め向
き合うことを通して、未来永劫に渡ってこうしたこと
を起こさないと決意することが求められているのでは
ないでしょうか。
国を守るという理由で、国民の死と国土の破壊を

もたらす戦争を起こす「国」。国民に命をかけてまで
守ろうとさせる「国」。国とは何か。少なくとも、国
民一人ひとりの命よりも国の存続に価値を認めようと
する指導者を選ぶようなことがあってはなりません。
見極める感性を磨いておくことが、民主主義の社会に
生きる私たちの務めであり責任だと思います。
この原稿を書いているとき、NHKスペシャルで

「忘れられゆく戦場 〜ミャンマー 泥沼の内戦〜」を放
映していました。番組の中で、日本在住のミャンマー
人が、世界から忘れ去られるのが怖いといっていまし
た。私たちのウクライナ侵攻への関心の深さとの温度
差が気になります。

日本からウクライナ侵攻を考える…


